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第２特集　中学校再編� 09

宝くじ文化講演、感染症対策� 13

HOT話題� 14

ふるさとを訪ねて、JCHOコラム� 16

市からのお知らせ� 17

市民の広場� 19

人口の動き　5月末現在（前月比）

総人口� 21,654人（－26）
世帯数� 7,922世帯
男性� 10,333人（－11）
女性� 11,321人（－15）
出生� 5人
死亡� 29人
転入� 34人
転出� 36人

５月の交通事故　（前年比）

事故� 29件（＋15）
死者� 0人（±0）
負傷者� 0人（±0）

６月の納税

（市・県民税(1期)）
納期限� 6月30日
口座振替� 6月26日

目次

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

今 月 の 表 紙

インドの方々と平泉寺保育園の園児が

一緒にいちご狩りを体験しました。

Cover m
odel

特別養護老人ホームさくら荘では、昨年の９月から15
人のインド人が介護職員として働いています。
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一人ひとりの違いを“知る”中で
交流・連携を増やして互いを“理解”し
多様性を“受け入れる”
すると一人ひとりが違った個性や能力を
持つ個人として”尊重”され、
　　誰もが”暮らしやすい”社会になる

多様性を受け入れる社会へ
尊重し　支え合おう

特 集

DIVERSITYDIVERSITY
ダイバーシティ
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勝
山
市
で
は
、「
人
口
減
少
」や「
少
子

高
齢
化
」
が
地
域
の
担
い
手
や
労
働
者
不

足
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
持
続
可

能
な
社
会
を
築
い
て
い
く
う
え
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
在
住
外
国
人
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
働
き

方
な
ど
、
地
域
の
多
様
化
が
一
層
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
年

齢
や
性
別
、
国
籍
、
民
族
、
障
が
い
の
有

無
、
性
的
指
向
・
性
自
認
な
ど
に
関
わ
ら

ず
、
多
様
な
個
性
や
価
値
観
が
受
け
入
れ

ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
や
す
く
活

躍
で
き
る「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」の
推
進
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
令
和
4
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

第
6
次
総
合
計
画
に
お
い
て
「
性
別
、
年

齢
等
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
く
の
人
が
参

画
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
掲
げ
て

お
り
、
市
内
で
生
活
す
る
外
国
人
が
よ
り

活
躍
で
き
る
よ
う
に
多
文
化
共
生
の
推

進
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Q
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
方
に
対
す
る
理
解
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を

推
進
す
る
と
…

◎�

異
な
る
文
化
や
価
値
観
か
ら
新
し
い

発
見
や
学
び
が
あ
る

◎�

様
々
な
個
性
や
能
力
の
相
乗
効
果
に

よ
っ
て
新
た
な
創
造
力
や
成
長
力
が

生
み
出
さ
れ
る　

�
�

な
ど

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

18か国の方々が暮らす勝山市
　

　市内にも289人（令和5年4月現在）の外国
人が暮らしています。国籍は18か国にわた
り、外国人住民の半数以上が、技能実習な
どの在留資格で滞在しています。
　市内でも多くの外国人が地域産業の担い
手として活躍されています。

　市内には250人～ 300人程度の外国
人が私たちとともに暮らしています。

0

50

100

150

200

250

300

女男

R5.4R4.4R3.4R2.4H31.4H30.4

市内に住む外国人住民の推移

特集　多様性を受け入れる社会へ特集　多様性を受け入れる社会へ
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人
種
や
国
籍
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、

お
互
い
の
文
化
や
価
値
観
を
認
め
合
い
、

尊
重
す
る
中
で
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
共
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
多
文
化

共
生
と
言
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
多
文
化
共
生
の
実
現
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

外
国
人
の
生
活
環
境
改
善
へ

　

市
内
の
事
業
所
で
働
く
外
国
人
に
「
勝

山
で
生
活
す
る
中
で
の
困
り
ご
と
」
な
ど

を
福
井
大
学
と
連
携
し
て
聞
き
取
り
調

査
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も

行
い
、
生
活
環

境
改
善
に
向
け

た
施
策
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

調
査
で
は
「
地
域
の
方
と
交
流
し
た

い
」と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。

国
際
交
流
や
異
文
化
体
験
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
‼

　

市
内
で
は
、
国
際
交
流
員
に
よ
る
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ

グ
な
ど
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
、

市
民
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
が
外
国
人
と
の
交
流
や
異

文
化
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
企
画
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
外
国
人
住
民
と
の
交
流
を
深

め
た
り
、
異
文
化
を
楽
し
む
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

勝山市青少年国際交流
連絡協議会

　外国人住民との交流を深めること
を目的とした協議会の活動が始まり
ました。勝山の四季を楽しみながら
交流する体験イベントなどを開催予
定です。ぜひご参加ください。
問未来創造課（市役所２階）
　☎88 ‐ 1115

その他
　日本文化を外国人住民に体験し
てもらうイベントが市民の有志に
よって開催されています。

えんフレンズ
ホームページ

OICのSNS
（Facebook）

多
文

共
生

化調査の様子

グローバルな子どもたちへグローバルな子どもたちへ
国際交流員と園児の国際交流スタート国際交流員と園児の国際交流スタート
　　市では、幼いころから英語や異文化にふれあうことで、多様市では、幼いころから英語や異文化にふれあうことで、多様
な人と自由に笑顔で話せるよう、国際交流員が市内の認定こどな人と自由に笑顔で話せるよう、国際交流員が市内の認定こど
も園、保育園、幼稚園を訪問する事も園、保育園、幼稚園を訪問する事
業をスタートさせました。また、8月業をスタートさせました。また、8月
からは、国際交流員を1人増員し、市からは、国際交流員を1人増員し、市
内小学校の1・2年生にも訪問活動を内小学校の1・2年生にも訪問活動を
広げていく予定です。広げていく予定です。

市民団体も活動中

多

化

生

文

共

LL
GG
BB
TT
QQ

勝山市日中友好協会
　中国の文化を楽しむイベントを
開催しています。

奥越国際交流クラブ（OIC）
　奥越地域で、外国人との交流や
外国人向けの研修会などを開催し
ています。

えんフレンズ
　子どもたちと外国人が英語を
使って交流する「国際交流デイ
キャンプ」などを開催しています。
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性
的
少
数
者
（
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
）
を
現
す
言
葉
の
一
つ
に
「
L
G
B

T
Q
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
下
記

の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
て
組
み
合
わ

せ
た
言
葉
で
す
。

成
長
と
と
も
に
気
づ
く
性

　

女
の
子
が
男
の
子
を
、
男
の
子
が
女
の

子
を
好
き
に
な
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に

女
の
子
が
女
の
子
を
、
男
の
子
が
男
の
子

を
好
き
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
お
か
し
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
性

別
の
人
を
好
き
に
な
る
か
は
、
成
長
と
と

も
に
気
づ
い
て
い
く
も
の
で
す
。

令和5年4月1日パートナーシップ宣誓制度が始まりました
　勝山市では、性的マイノリティの方などが日常生
活で抱える悩みや生きづらさの緩和と、性の多様性
への理解促進を図るため、パートナーシップ宣誓制
度を4月1日から導入しました。
　制度の導入により、お互いの人権を尊重し、多様
性を認め合い、自分らしく生きることができる社会
の実現に取り組みます。
　なお、この制度は、お互いを人生の「パートナー」

とすることをお二人の意思により宣誓するもので、
勝山市の要綱により定める制度であることから、法
律上の婚姻とは異なり、法的な権利の発生や義務の
付与を伴うものではありません。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

L
G
B
T
Q
の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

全
て
の
人
が
あ
り
の
ま
ま
で
生
き
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
を
選
ぶ

　
「
ホ
モ
」「
レ
ズ
」「
オ
ト
コ
オ
ン
ナ
」「
オ

ネ
エ
」「
オ
カ
マ
」「
女
ら
し
く・男
ら
し
く
」

と
い
う
言
葉
で
、
も
し
か
し
た
ら
隣
の
人

が
傷
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言

葉
づ
か
い
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
ら

　

も
し
、
知
り
合
い
が
勇
気
を
出
し
て
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
受

け
入
れ
、
困
り
ご
と
や
希
望
し
て
い
る
こ

と
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

勝
手
に
他
人
に
話
す
の
は
絶
対
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

悩
ん
だ
ら
相
談
を

　
自
分
の
性
に
悩
ん
だ
ら
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
‐
0
0
7
‐
1
1
0

問
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
1
1
0

問
福
井
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
7
6
‐
29
‐
2
1
1
1

Pansexual
パンセクシャル

X-gender
エックスジェンダー

男、女だけでなく
全ての性が恋愛対象
こころの性が
男でも女でもない

GGay
ゲイ

男性を好き
になる男性

LLesbian
レズビアン

女性を好き
になる女性

BBisexual
バイセクシャル

女性も男性も
好きになる人

TTransgender
トランスジェンダー

からだの性と
こころの性が
異なる

QQuestioning
クエスチョニング

自分のこころの性と
恋愛対象が
わからない

LGBTQはたくさんある性の中のごく一
部です。他にもたくさんの性があります。

more 多様な性…

性の多様性について
はこちら

手引書は
こちら

制度の詳細
はこちら

LL
GG
BB
TT
QQ

いろいろな「好き」「心」のかたち

特集　多様性を受け入れる社会へ特集　多様性を受け入れる社会へ
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LGBTQなど性的少数者や

外国人の人権問題などを

学ぶ福井大学の学生に

インタビュー

　　福井大学国際地域学部の2年生は、
人権問題などの現状を学んだり、問
題解決に向けた議論をしたりしなが
ら、人権の意識を高めています。

「みんなでダイバーシティを推進しよう」

　6月3日、パートナーシップ宣誓制度導入を記
念した講演会「すべての人がくらしやすいまち
を目指して」が開催されました。
　記念講演では講師の中島潤氏（認定NPO法人
ReBit事務局長）が、「性のあり方は、全ての人
で少しずつ違うもので、特別なことではありま
せん。その人にとって必要な事は何かを考えて
あげれると多様な人が一緒に暮らしていける社
会になれると思います。」と話されていました。
　講演会後はトークセッションも行われ、来場
された方と多様な人が暮らす勝山について考え
ました。

　地域にいる外国人の中に
は、日本語がわからないた
め引きこもりになったりす
る方もおられるようです。
運動会など言葉を必要とし
なくても楽しめるイベント
を活用して、交流すると打ち解けやすいと思います。
　文化の違いを楽しんでみてください。

国際交流をテーマにしたグループ

　男女共同の課題の一つに、家事は女性がやるもの
だといった昔からの意識が根強く残っていること
があげられます。意識を変えていくためには、子ど
ものころから啓発をしていくことが大事だと思い

男女共同参画をテーマにしたグループ
　パートナーシップ宣誓制度
を導入された勝山市は素晴ら
しいと思います。
　制度を利用した方が利用し
なければ良かったとならない
ためにも講演会などに参加し
ながら理解を深めてほしいと
思います。

LGBTQをテーマにしたグループ

英会話教室とスペイン語
講座開催しています！
問未来創造課
　☎88-1115

自分の性について一度
考えてみてください。

ます。家庭での親の行
動は子どもたちに見ら
れています。家庭での
役割分担について一度
考えてみてください。

特集　多様性を受け入れる社会へ特集　多様性を受け入れる社会へ

　皆さんの身近なところにもいろい
ろな国籍や背景を持つ方が暮らして
います。ぜひ様々なイベントを通し
てふれ合う機会を持ってください。
彼らを通じて世界を身近に感じ、魅
力的な「世界の中の福井・勝山」の共
創を目指しましょう！
えんフレンズ 代表 ヘネシー絵美さん

　国際交流サロンや文化体
験など、皆さんと仲良く
なれる機会を増やして
いきます。交流を楽しみ
ましょう！
国際交流員　ジャックリン

広報かつやま６月号 №823広報かつやま６月号 №823　　　　 8 8



第2特集

中学校再編
未来を担う人材育成

第2特集

中学校再編 ～未来来を担う人材育成～

多様な他者と協働し

主体的に考え行動する

Collaboration

尊重し関わり合う
自分と他者のよさを認め

Communication

将来をデザインする

自分らしい生き方を考え

Career

Challenge
粘り強く挑戦し学び続ける

何事にも自信を持って

第2特集

中学校再編 ～未来を担う人材育成～
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　令和9年度の中学校統合で、新中学校が勝山の教育の中核になることを目指し、様々な連携が始まっています。

オンライン講演会
（令和5年2月28日）

　市内３中学校（勝山南部中、勝山北部中、
勝山中部中）の各校で同時にオンラインで講
演を聞き、意見を共有しました。

探究学習発表会
（令和4年12月6日）

　勝山高校探究特進科で勝山南部中出身の
生徒が、自分たちが探究しているテーマに
ついて母校の後輩たちに発表し、探究学習
の楽しさを伝えました。

あいさつ運動
（令和4年10月～11月）

　勝山中部中学校の１年生と生徒会役員が
出身小学校であいさつ運動を行い、卒業し
た先輩と後輩が元気にあいさつを交わしま
した。

環境保全活動
（令和4年10月3日）

　勝山北部中学校の2年生が出身小学校ごと
に分かれ、母校の児童と合同でコカナダモ
やセイタカアワダチソウを駆除し、環境保
全活動を行いました。

小⇔中⇔高でつながる、ひろがる
令和4年度の小中・中高連携

小中
連携

３中
連携

中高
連携

小中
連携

イメージ図
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　勝山市は、中高の連携を軸とした新たな教育システムを構築するために、勝山市立中学校建
設基本計画（以下、基本計画）を策定しました。基本計画では新中学校を勝山高校の敷地内に建
設し、中高生がこのエリアで共に学び交流する新たな文教ゾーンを整備するとしています。
　中学生が地域と連携した探究学習をより充実させ、課題解決能力や論理的思考力、情報発信
力などの能力を育むため、勝山高校が推進する探究学習と連携した学習を進めます。

防犯対策
　防犯監視システム（防犯カメラや赤外線セン
サーなどの防犯設備）を設置するだけでなく、
警察等の関係機関や各種団体と連携し、生徒が
安心して利用できる環境を整えます。

0.50 有効幅員 5.00 ～ 6.00ｍ 0.50

土足帯 内履き帯

防 災対策
　想定外の大雨時などで地下通路の入り口が浸
水する可能性を考慮し、浸水防止用設備（止水
板等）の整備を検討します。

地下地下通路通路  
勝山高校勝山高校

普通教棟普通教棟

ともに学び交流する
新たな文教ゾーンを整備

安全安心な地下通路を設置

基本構造（想定）
　有効幅員5～ 6m、高さ3m、通路長約30m
片側2人の対面通行、土足帯と内履き帯を設置

スクールバス
　ジオアリーナを発着場として検討していま
す。ジオアリーナから校舎へ素早く安全に移
動するため、基本計画では地下通路の設置を
基本方針としています。

第2特集　中学校再編　～未来を担う人材育成～

ガバメントクラウドファンディングガバメントクラウドファンディング
「長山公園さくら「長山公園さくら

プロジェクト」プロジェクト」
　長山公園を様々な種類の桜が長　長山公園を様々な種類の桜が長
期間楽しめるスポットに整備する期間楽しめるスポットに整備する
ための支援者を募ってための支援者を募って
います。事業へのご寄います。事業へのご寄
附をお願いします。附をお願いします。

目標金額▶3,270,000円目標金額▶3,270,000円
詳細はこちら

基本計画
全文はこちら

新新中学校中学校

渡り渡り廊下廊下  

勝山高校勝山高校

特別教棟特別教棟

イメージ図

イメージ図

ともに学び交流する
新たな文教ゾーンを整備
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新
中
学
校
開
校
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

新
体
制
で
準
備
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
度
委
員
長
を
務
め
た
福
井
大
学
の
三
田
村
教
授
に
代
わ
り
、

同
大
学
で
教
育
内
容
の
改
善
や
教
職
員
の
指
導
力
向
上
な
ど
の
研
究

を
進
め
て
い
る
清
川
教
授
が
新
た
に
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
も
含
め
、
準
備
委
員
会
の
構
成
員
は
22
人
中
16
人
が
入
れ

替
わ
っ
た
ほ
か
、
委
員
構
成
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
で
、
保
護
者

代
表
の
人
数
は
9
人
か
ら
12
人
に
増
え
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
主
な
協
議
内
容

総�

務
部
会
▼
学
校
の
名
称
、校
歌
、

校
章
・
校
旗
の
決
め
方　
な
ど

学 

校
運
営
部
会
▼
時
間
割
、
中
高

連
携
教
育
、
名
札
、
制
服
、
体

操
服
の
決
め
方
、
児
童
生
徒
・

教
職
員
交
流　
な
ど

Ｐ 

Ｔ
Ａ
部
会
▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
方
法
、
通
学
方
法
、
通
学
路

施 

設
整
備
部
会
▼
校
舎
な
ど
の
整

備
方
針
、
備
品
・
学
校
図
書
の

精
査　
な
ど

進
捗
状
況

第
１
回
勝
山
市
立
中
学
校

再
編
準
備
委
員
会�

（
４
月
26
日
）

　
委
員
の
入
替
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
を
行
っ

た
ほ
か
、
令
和
５
年
度
に
取
り
組

む
内
容
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
学
校
運
営
部
会

�

（
5
月
19
日
）

　
特
色
あ
る
教
育
の
た
め
の
授
業

時
間
、
内
容
、
制
服
・
体
操
服
の

決
め
方
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
も
協
議

を
進
め
ま
す
が
、
制
服
に
つ
い
て

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
は
必
須
と

の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

第
１
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会（
5
月
23
日
）

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
対
象
者

の
設
定
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
通
学
方
法
を
固
定
す
る
の

で
は
な
く
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

便
性
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
の
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
4
月
1
日
以
降
に
大

学（
大
学
院
は
除
く
）・
専
門
学
校

な
ど
に
進
学
さ
れ
た
方
に
対
し
、

一
人
あ
た
り
３
万
円
を
給
付
し
ま

す
。

対 

象
▼
市
内
に
居
住
す
る
者
の
満

30
歳
以
下
の
子
で
、
申
請
年
度

に
大
学
等
に
進
学
し
た
者
（
申

請
年
度
以
前
に
大
学
等
に
進
学

し
た
こ
と
が
あ
る
者
は
除
く
）

給
付
額
▼
３
万
円

�

（
１
人
１
回
限
り
）

申 

請
方
法
▼
進
学
支
援
金
交
付
申

請
、
大
学
な
ど
の
入
学
を
証
明

で
き
る
も
の（
在
学
証
明
書
等
）

を
教
育
総
務

課
へ
提
出

申
請
期
限
▼

４
月
～
８
月
入
学
者
：
８
月
末
ま
で

９
月
～
３
月
入
学
者
：
３
月
末
ま
で

※�

申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

交
付
方
法
▼
指
定
の
口
座
へ
振
込

学
習
意
欲
を
応
援
‼

進
学
支
援
金
を
給
付
し
ま
す

　三田村委員長の後を受け継ぎました清川です。中学
校は、小学生が入学し次の進路を決めるまでの場だけ
ではなく、将来の勝山市を担う大人たちが中学生とし

て共に過ごす場だと思ってい
ます。
　一方で、実際に中学校に通
う生徒それぞれ一人ひとりが
３年間を楽しく過ごせるよう
にすることが大切だと思って
います。
　この２つの視点で私は皆様
と意見を交わしていきたいと
思っています。どうぞよろし
くお願いいたします。

第1回　中学校再編準備委員会の様子

委員長

清
きよかわ

川　亨
とおる

　氏
福井大学　教授

第2特集　中学校再編　～未来を担う人材育成～

様式はこちら
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自らの健康を守るため
基本的な感染対策を日常の生活習慣に

５類感染症
移行後も

感染症法に基づく外出制限がなくなります
・発症翌日から５日間経過かつ症状軽快から24時間経過が療養期間の目安です

医療機関での医療費の一部に自己負担が必要になります
・外来での診察や検査について、新型コロナ治療薬を除き、一部自己負担が必要です

新型コロナ総合相談センターの相談業務は継続
・医療機関への受診に関する相談や感染された方の体調急変時は総合相談センターへ
　☎０５７０－０５１－２８０（24時間対応）

申・問未来創造課（市役所2階）　☎88－8114

 Summer Concert 2023 Summer Concert 2023

宝くじ
文化講演Yoko OginomeYoko Oginome

入場料【全席指定】入場料【全席指定】
一　　　般　2,500円（当日3,000円）
高校生以下　1,500円（当日2,000円）

※�未就学児入場不可
※車いす席ご希望の方は未来創造課にご連絡ください
※座席表は市ホームページでご確認ください
※宝くじの助成により、特別料金となっております

荻野目洋子さんを招いてコンサートを実施します。

チケット先行販売チケット先行販売
販売開始日　6月10日㈯～
販売場所　　勝山サンプラザ、勝山市役所

※��6月20日㈫からショッピングシティベル、パリオシティ、
　チケットぴあでもチケット販売開始
※前売りで完売の場合、当日券の販売はありません

会　場　市民会館  大ホール

開場　午後３時
開演　午後４時８月19日㈯
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瑞宝単光章
　中

なかむら

村　亮
りょういち

一 さん（71） ＝片瀬＝

　昭和45年に陸上自衛隊に入隊し、春日井駐
屯地（愛知県）などで平成18年まで勤務。また、
国連平和維持活動（PKO）でカンボジアに派遣
され、施設機械の整備などに尽力しました。

【お�詫びと訂正】広報かつやま5月号15ページの西川さんの
綬章名に誤りがありました。お詫びして訂正します。正
しくは瑞宝小綬章です。

危険業務従事者叙勲をご紹介

ありがとうございました おめでとうございます

　はたや記念館ゆめおーれ勝山と市立図書館が初めてコラボした「ゆめおーれ＆としょかん�まつり」が開催
され、両施設の特性を生かした企画を多くの人が楽しみました。
　また、4日には、ゆめおーれ勝山の入館者130万人突破記念セレモニーも行われ、関係者や来場者らで
節目を祝いました。

恐竜遊具に乗ってガオー‼ ■4月29日～ 5月7日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月13日・14日

2施設の魅力を同時に楽しむ� ■5月4日・5日　ゆめおーれ広場、図書館

　子どもたちに本を親しんでもらいたいと、国
際ソロプチミスト福井より児童図書28冊を市
立図書館へご寄附いただきました。

　恐竜をモチーフにした遊具などで遊ぶ「恐竜キッズパークかつ
やま」が開催され、ゴールデンウィークを利用して勝山に遊びに
来たたくさんの子どもたちで会場は賑わいました。
　また、会場ではキッチンカーやマルシェなども行われ、来場
者はおいしい食べ物に笑みをこぼしていました。

かつやま恐竜の森
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　河川の清掃活動「クリーンアップ九頭竜川
2023」が開催され、約２００人の参加者が九頭
竜川河川敷のごみ拾いに汗を流しました。
　この日、回収したごみの量は、燃やせるごみが
90kg、燃やせないごみが110kgになりました。

クリーンアップ九頭竜川開催� ■5月21日　勝山橋周辺

モータースポーツの魅力を堪能� ■5月21日　スキージャム勝山、市役所

　4年ぶりに「TOYOTA�GAZOO�Racing�ラ
リーチャレンジ2023in恐竜勝山」が開催され、
74台の迫力あるラリーカーの走りや各種体験イ
ベント、キッチンカー食などを楽しみました。
　また、市役所ではセレモニアルスタートが行
われ、集まった観客は、ラリーカーに旗を振り
ながら声援を送っていました。

　昨年８月に発生した大雨災害時の活動が認め
られ、「令和５年度全国水防大会」で勝山市消防
団（水防団）が水防功労者表彰を受賞しました。

消防団が水防功労者表彰を受賞
■4月26日　東京砂防会館　

　出水期を迎えるにあたり、大雨や集中豪雨など
による水災害に迅速に対応するため、勝山市消防
団が水防訓練を行いました。

災害時に備え水防訓練実施
■５月28日　勝山橋下流　九頭竜川左岸
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アニサキス症について
福井勝山総合病院
消化器内科　大藤和也

　

3
年
以
上
に
わ
た
っ
て
日
常
生
活
を

制
限
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
5
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
、
徐
々

に
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
暑
い
季
節
に
な
り
、
お
寿
司
や
お

刺
身
を
食
べ
な
が
ら
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
一

杯
や
り
た
い
も
の
で
す
。
と
、
い
う
こ
と

で
今
回
は
水
を
差
す
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
海
産
物
に
潜
む
感
染
症
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ア
ニ
サ
キ
ス
症
と
い
う
病
気
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は

実
際
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ア
ニ
サ
キ
ス
と
い
う
寄
生
虫

は
サ
バ
、
ア
ジ
、
サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
、
イ

カ
な
ど
様
々
な
魚
介
類
に
寄
生
し
て
い

ま
す
。
生
鮮
海
産
物
を
食
べ
る
こ
と
で
ア

ニ
サ
キ
ス
が
ヒ
ト
の
胃
や
腸
な
ど
に
食
い

つ
い
て
発
症
す
る
病
気
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

に
よ
り
症
状
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
発
症
は
多
く
は
胃
に

起
こ
り
ま
す
が
、
小
腸
や
大
腸
に
も
ア
ニ

サ
キ
ス
症
を
発
症
す
る
場
合
が
あ
り
、
症

状
の
程
度
は
様
々
で
す
。
胃
ア
ニ
サ
キ
ス

症
で
は
無
症
状
も
あ
れ
ば
数
時
間
後
か

ら
胃
の
あ
た
り
の
激
し
い
腹
痛
や
嘔
吐

を
生
じ
る
例
も
あ
り
ま
す
。
腸
ア
ニ

サ
キ
ス
症
で
は
腹
痛
以
外
に
も
腸
閉

塞
症
状
を
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
腹
部
の
症
状
以
外
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
と
し
て
蕁じ
ん
ま
し
ん

麻
疹
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
症
状
を
起
こ
す
場
合
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　
治
療
は
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症
で
あ
れ
ば
内

視
鏡
で
直
接
虫
体
を
摘
出
す
る
の
が
最
も

効
果
的
で
、
摘
出
す
る
と
腹
痛
も
お
さ
ま

り
ま
す
。
腸
な
ど
摘
出
で
き
な
い
場
合
な

ど
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
薬
を
飲
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ヒ
ト
の
体
内
で
は
約

1
週
間
程
度
で
死
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
予
防
法
と
し
て
は
60
度
以
上
で
の
1
分

以
上
の
加
熱
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
で
の

24
時
間
以
上
の
冷
凍
に
よ
っ
て
ア
ニ
サ
キ

ス
は
死
滅
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
処
理
を
し
て
あ
れ
ば
問
題

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
酢
で

締
め
た
り
、
塩
漬
け
、
醤
油
に
漬
け
た
り

し
て
も
死
に

ま
せ
ん
の
で

注
意
が
必
要

で
す
。
生
鮮

海
産
物
を
食

べ
た
後
に
腹

痛
な
ど
み
ら

れ
た
場
合
は

病
院
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

荒
土
小
学
校
②

　
そ
の
後
の
学
校
の
歴
史
を
最
初
に
太
平

洋
戦
争
前
か
ら
簡
単
に
た
ど
っ
て
み
る
。

大
正
６
年（
1
9
1
7
）に
校
舎
を
増
築
し

た
が
昭
和
２
年（
1
9
2
7
）に
降
雪
の
た

め
倒
壊
し
た
。「
沿
革
誌
」
に
「
二
月
十
一

日
降
雪
甚
シ
キ
為
メ
人
夫
ノ
不
足
ヲ
…
」

と
さ
れ
て
い
る
。
９
年
に
鰐
淵
源
が
作
詞

し
山
口
保
治
の
作
曲
に
よ
る
当
校
の
校
歌

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
に
昭
和
40
年

に
作
詞
が
鰐
淵
健
之
、
作
曲
望
月
敬
明
に

よ
る
現
在
の
校
歌
に
改
め
ら
れ
た
。
戦
争

の
激
化
に
と
も
な
い
16
年
４
月
に
校
名
は

荒
土
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。　

　
次
に
戦
後
の
歴
史
を
た
ど
る
。
昭
和
22

年
４
月
、荒
土
村
立
荒
土
小
学
校
と
改
称
、

翌
月
荒
土
村
立
荒
土
小
中
学
校
と
併
設
と

な
っ
た
。
翌
年
３
月
25
日
細
野
分
校
が
全

焼
す
る
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
。
24
年
４
月

小
中
学
校
併
設
が
解
か
れ
荒
土
小
学
校
と

な
っ
た
。
昭
和
29
年
勝
山
市
が
成
立
し
、

校
名
は
勝
山
市
立
荒
土
小
学
校
と
改
称
さ

れ
た
。
同
34
年
本
館
新
築
、
以
下
体
育
館

な
ど
も
新
築
さ
れ
以
後
老
朽
化
に
と
も
な

い
60
年
ま
で
に
改
築
工
事
が
完
成
し
た
。

　

一
方
、
細
野
分
校
落
成
式
は
昭
和
50
年

に
行
わ
れ
た
が
、
在
校
生
３
名
と
な
り
平

成
20
年（
2
0
0
8
）３
月
に
、
ほ
ぼ
1
3
0

年
余
に
わ
た
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
写
真
は
大
正
10
年
に
門
弟
に

よ
り
建
て
ら
れ
た
三
浦
栄
信
の
筆
塚
で
校

舎
の
跡
地
に
立
つ
。
長
女
の
ま
ち
が
明
治

41
年（
1
9
0
8
）同
校
に
赴
任
し
て
い
る
。

　
戦
前
の
話
に
戻
る
。
昭
和
８
年
陸
軍
特

別
大
演
習
が
福
井
で
行
わ
れ
昭
和
天
皇
が

行
幸
さ
れ
た
。
県
内
の
小
学
校
で
は
植
物

採
集
が
行
わ
れ
、
当
時
の
採
集
標
本
が
勝

山
市
内
３
校
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
当
校
の
標
本
は
失
わ
れ
て
い
る
が

記
録
は
残
る
。「
四
月
以
来
生
物
採
集
、

成
績
品
作
製
ニ
全
力
ヲ
尽
セ
リ
…
ソ
レ
ラ

の
提
出
ハ
…
貝
類
ハ
八
月
二
十
八
日
鯖
江

女
師
ヘ
持
参
…
葉
煙
草
ハ
校
長
直
接
県
ヘ

持
参
セ
リ
。
内
特
ニ
光
栄
を
浴
セ
シ
ハ
貝

類
オ
ホ
カ
ワ
ニ

ナ
・
エ
チ
ゼ
ン

ケ
マ
イ
マ
イ
ハ

献
上
品
ト
ナ

リ
、
葉
煙
草
ハ

展
覧
ヲ
賜
フ
」。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�

市
史
編
纂
室
　
山
田
　
雄
造 55

鉗
かんし
子でアニサキスを摘出

三浦栄信の筆塚
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

食
に
親
し
み
、
食
を
楽
し
も
う
　
～
食
は
生
き
る
力
～

�

問
農
林
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
6

第
４
次
勝
山
市
食
育
推
進
計
画
を�

�

策
定
し
ま
し
た

　

勝
山
市
で
は
、
令
和
5
年
3
月
に
食

育
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
今
後
５
年
間
の
食
育
推
進
に
お

け
る
目
標
と
方
向
性
を
示
す
「
第
４
次
勝

山
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り

が
「
食
」
に
つ
い
て
再

認
識
、
も
う
一
歩
踏

み
出
し
た
「
食
育
」
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
食
育
月
間

　
「
食
育
」
と
は
生
き
る
上
で
の
基

本
で
あ
り
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。ま
た
、様
々

な
経
験
を
通
し
て
「
食
」
に
関
す
る

知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習

得
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

計画全文は
こちら

基
本
理
念
と
基
本
目
標

　
第
４
次
の
計
画
で
は
、
基
本
理
念
「
食

に
親
し
み
、
食
を
楽
し
も
う
～
食
は
生

き
る
力
～
」
に
基
づ
き
３
つ
の
基
本
目
標

を
立
て
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

目
標
を
達
成
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

①�「
食
」
を
通
し
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
づ
く
り

・
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る

・
家
族
で
食
事
を
す
る

・�

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
実

践
す
る

②�

地
場
産
物
を「
知
る
」「
つ
く
る
」「
食
べ

る
」こ
と
に
よ
る
地
域
づ
く
り

・
地
場
産
物
の
利
用
拡
大

・
旬
産
旬
消
の
実
践

・�

和
食
、
伝
承
料
理
、
行
事
食
を
継
承
す

る③
食
に
よ
る
人
づ
く
り

・「
食
」に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ

・
食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け
る

・�

農
業
体
験
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

育
む

食に感謝し、理解を深める取り組み食に感謝し、理解を深める取り組み
　日常生活では、食が豊富に存在することが当
たり前のように受け止められ、買いすぎや作り
すぎ、食べ残しといった食品の廃棄が発生して
います。少しでも減らすため、命をいただきま
すの気持ちで食べ物を大切にしましょう。

◉「蚤の市」でフードドライブ
　勝山市消費者団体連絡協議会が毎月開催する
「蚤の市」�では、家庭で余っている食品なども
受け付け、�「蚤の市」に来られた方にお渡しした
り、社会福祉協議会や福井県民
生活協同組合のフードドライ
ブ事業を通して支援が必要な
方に届けています。

◉農業体験・稚鮎の放流体験
　市内の子どもたちは、農業体
験や稚鮎放流体験を通して「食
の大切さ」を育んでいます。
※�10月には、さつまいも掘り
体験を開催予定です

勝山のおいしい農作物をたべよう勝山のおいしい農作物をたべよう
（地産地消・地消地産の推進）（地産地消・地消地産の推進）

　勝山では、お米の他にさといも、ねぎ、ナス、
ミディトマトなどの野菜が市内全域で作られて
います。また、若猪野メロン、西ヶ原のにんにく、
野向のエゴマなどは集落をあげて生産されてい
ます。これらの農作物などは、農林水産物直売
所や道の駅などで販売されています。ぜひご賞
味ください。

◉ 勝山の地域ブランド「九頭竜川勝山あゆ」をお
楽しみください
　勝山の鮎は全国でも有数の鮎として認められ
ています。広報かつやま5月号プラス版に掲載し
た「川魚応援クーポン」をぜひご
利用ください。また、今年度は、
市内の全小中学生に九頭竜川勝
山あゆを給食などで提供します。

勝山市農業男子・農業女子を
応援ください‼

市内の若手就農者
情報はこちら

蚤の市の情報
はこちら

稚鮎の放流体験
（荒土小学校）
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

国
民
年
金
保
険
料
の
一
般
免
除
申
請
に
つ
い
て

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

納
付
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
を
！

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
各
基
礎
年
金（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）

を
受
け
取
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
や
受

給
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
（
退
職

（
失
業
な
ど
）に
よ
り
所
得
が
減
少
し
た
時

な
ど
）
に
は
、
申
請
し
承
認
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は

一
部
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

令
和
5
年
度
分（
７
月
～
令
和
6
年
６
月
）

の
免
除
申
請
受
付
期
間

と　
き
▼
７
月
3
日
㈪
～

と
こ
ろ
▼
市
民
課（
国
保
年
金
係
）、

�
��

福
井
年
金
事
務
所

必 

要
な
物
▼
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
、
退
職（
失

業
な
ど
）
の
場
合
は
、
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
◉◉  

免
除
さ
れ
る
と
将
来
の
年
金
は
下
記
図

免
除
さ
れ
る
と
将
来
の
年
金
は
下
記
図

の
と
お
り
反
映
さ
れ
ま
す

の
と
お
り
反
映
さ
れ
ま
す

※�

保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
や
学
生
納

付
特
例（
学
特
）を
受
け
た
期
間
は
、
受

給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
は
保
険
料
を
全
額

納
め
た
と
き
に
比
べ
、
減
少
し
ま
す
。

　

�

な
お
、
免
除
と
納
付
猶
予
・
学
特
で
は

受
給
年
金
額
へ
の
反
映
が
異
な
り
ま
す

※�

通
常
、納
付
期
限
は
2
年
以
内
で
す
が
、

免
除
・
猶
予
等
を
受
け
た
期
間
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
あ
と
か
ら
納
め
る

「
追
納
制
度
」が
利
用
で
き
、
追
納
す
る

と
受
給
年
金
額
は
減
少
し
ま
せ
ん

医
療
費
の
額
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）

�

☎
88
‐
8
1
0
2

　
健
康
へ
の
意
識
や
医
療
費
負
担
の
し
く

み
に
関
心
や
理
解
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
医
療
費
通
知
」を
年
６
回
送
付
し
て

い
ま
す
。「
医
療
費
通
知
」に
は
、
通
知
該

当
月
に
国
民
健
康
保
険
で
受
診
し
た
病

院
・
薬
局
の
受
診
状
況
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
診
状
況
を
振
り
返
り
、
今

後
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
申

告
の
際
に
添
付
す
る
領
収
書
と
併
せ
て
医

療
費
通
知
も
活
用

で
き
ま
す
。
医
療

費
通
知
は
再
発
行

で
き
ま
せ
ん
の

で
、
大
切
に
保
管

く
だ
さ
い
。

総医療費や一部負担金額など、いくら支払ったかを記
載（ベッド差額代など保険診療外のものは含みません）

病院ごとの日数
（薬局は回数）を
記載

各基礎年金（老齢・障害・遺族）
年金の受給
資格期間

全額納付
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
納付猶予・学特
保険料未納

○
○
○
○
○
○
×

受給年金額への反映
（受け取れる年金額の割合）

満　額

×（年金額に計算されない）
×

8分の 4
8分の 5
8分の 6
8分の 7
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時 �–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

8月6日執行
勝山市議会議員選挙
立候補予定者説明会

　8月31日任期満了に伴う、第18
回勝山市議会議員選挙の立候補予
定者説明会を開催します。
時6月28日㈬午後2時～所市役所
3階第2・第3会議室
申・問勝山市選挙管理委員会
☎88－1116

あなたの家の火災警報器は
大丈夫？

　住宅用火災警報器の寿命は10年
が目安とされています。�本体に記
載されている製造年などを確認
し、寿命が経過したものは交換し
ましょう。
問 消防署　☎88－0400

計量器（はかり）定期検査

時6月23日㈮・26日㈪①午前10
時～正午②午後1時～ 3時所市民
会館内取り引き・証明に使う計量
器の定期検査（2年に1回）費250円
～ 3,100円
問 商工文化課　☎88－8105

池ヶ原湿原保全活動

時6月18日㈰午前9時30分～ 11
時30分（午前9時�受付開始）所

池ヶ原湿原駐車場集合内外来種の
オオハンゴンソウの除去とハンノ
キの樹皮の切り落とし作業持汚れ
てもいい服装(長袖、長ズボン）、
帽子、軍手、雨合羽、飲み物、タ
オル　※お子様の参
加可能
問 �福井県自然保護セ

ンター
☎67－1655

普通救命講習 受講者募集

　大切な人が急に倒れた時、その
人の命を救うことができるのは、
そばにいるあなたです。
　開催日を増やして実施していま
す。この機会にぜひ受講ください。
時毎月第１・２・３土曜日…e-ラー
ニング（実技のみ２時間）、毎月最
終日曜日…普通救命講習（座学を
含めた３時間）所消防署※受講前
に消防署までお問い合わせくださ
い
申・問消防署☎88－0400

わくわく合宿体験 
ボランティア募集

時6月30日㈮午後3時～ 7月1日㈯
午後2時（都合がよい時間）所村岡
まちづくり会館対子ども好きで、
レクリエーションの企画などに興
味がある方、先生を目指している
方など締6月26日㈪
※交通費は支給します
申・問村岡まちづくり会館
☎88－0366

　

特
集
記
事
の
作
成
に
あ
た
り
、

福
井
大
学
国
際
地
域
学
部
の
学
生

の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
課
題
解
決
に
向
け

て
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
す
で
に

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
学
生
も
い
て
、
と
て
も
感

銘
を
受
け
ま
し�

た
。

　
私
た
ち
も
課
題
解
決
の
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
な
広
報
紙
の
作
成

に
取
り
組
み
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

�

（
T
・
S
）

編
集
後
記
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ボンタマキ健康美肌

InstagramInstagram

勝山市民限定アルビオンクーポン
アルビオン　エレガンス　カネボウ

tamakiniime BIO カイロプラクティック

アルビオン商品お買上で使えます

1回のお会計で 1枚使えます 使用期限 5年 7月 15 日

住所：勝山市元町１丁目９-２１-３

TEL：０７７９-８７-２６１３

200 円券200 円券200 円券
広報 202３年 6月号　広告案


